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母性看護学実習
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母性看護学実習　2単位80時間　　【3年次後期～4年次前期】

1．母性看護学実習の目的
妊産婦、褥婦および新生児とその家族に対して、次世代の健全な育成に向けた切れ目ない支援をする

ための基礎的能力を培う

2．実習目標
1）対象の経過に応じた変化を理解することができる

2）対象の経過に応じた看護を理解することができる

3）親になることへの支援について考察することができる

4）地域で生活する母子とその家族を理解し、社会資源や支援について考察することができる

5）実習を通じて生命の尊さや家族看護について考察することができる

3．評価の観点

目標
観点

知識・技能 思考・表現・
判断

主体的に学習に
取り組む態度

1）  対象の経過に応じた変化を理解することが
できる

　（  1）母性の経過に応じた変化を理解すること
ができる

○

1）  対象の経過に応じた変化を理解することが
できる

　（  2）新生児の経過に応じた変化を理解するこ
とができる

○

2）  対象の経過に応じた看護を理解することが
できる ○ ○

3）  親になることへの支援について考察するこ
とができる ○ ○

4）  地域で生活する母子とその家族を理解し、社
会資源や支援について考察することができ
る

○ ○

5）  実習を通じて生命の尊さや家族看護につい
て考察することができる ○ ○
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4．実習目標・学習項目・学習方法

実習目標 学習項目 学習方法
1）  対象の経過に応じ
た変化を理解す
ることができる

（1）  母性の経過に応じた変化を理解す
る

・基礎情報を収集する
・妊娠期の経過をアセスメントする
・分娩期の経過をアセスメントする
・産褥期の経過（退行性変化・進行性
変化）をアセスメントする
・褥婦の観察を行う
・観察した結果からその日の褥婦の
健康状態を評価する
・褥婦とのコミュニケーションを取る
（2）  新生児の経過に応じた変化を理解

する
・児の出生までの発育状況をカルテ
から情報収集する
・出生直後の健康状態を評価する
・児の子宮外適応を評価する
・新生児の観察を行う
・観察で得られたデータから生理的
変化か逸脱かをアセスメントする

母性1用紙①②
・データベースに沿って情報収集を行う
・情報は妊娠期の経過については母子
手帳・電子カルテ（基礎情報）、分娩
期の情報については電子カルテ・パ
クトグラムを用いて情報収集する
・バースデープランについてはコミュ
ニケーションや紙カルテの中から情
報収集する

母性2用紙・母性3用紙
・日々の経過を観察し、一般的な経過
をもとに母親の産褥期・新生児の経
過をアセスメントする
・アセスメントの際は、正常・異常だ
けでなくウェルネス思考をもとにア
セスメントする
・展開上、タイムリーな観察ができな
かった場合はカルテをもとに事後に
情報収集しアセスメントする

2）  対象の経過に応じ
た看護を理解す
ることができる

・外来・病棟での妊娠期から産褥期ま
での看護活動について学ぶ
・分娩見学の中で看護職者の看護活
動を学ぶ
・産褥期の経過に応じた看護活動に
ついて学ぶ
・新生児の日齢に応じた看護活動に
ついて学ぶ

母性2用紙・母性3用紙
・日々の経過に応じて母子に必要な看
護目標・計画を記載し看護職者とと
もに実践する
・標準プランについては、実習までの
事前学習とし、受け持ちの情報をふ
まえて必要な点を追記する
・実践については学生単独で行わず指
導者のもとで実施する
母性4用紙
・外来見学・分娩見学については体験
シート（母性 4用紙）に記載する
・分娩見学は全員の見学ではないため、
貴重な体験の中で得た気づきを他の
学生と共有する
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3）  親になることへの
支援について考
察することがで
きる

・看護職者の母親への育児支援、家族
への支援を見学し親になることへの
支援や家族のQOLについて考える
・バースデープランや褥婦とのコミュ
ニケーションから情報収集する
・母親がどんな育児を望んでいるか
を捉える
・育児支援の実際を学ぶ
・母親の役割獲得
・母親と児との関わりの場面からア
タッチメント、ボンディングについ
て考える
・家族の望むよりよい生活について
考える

母性1用紙
・バースデープランについてはコミュ
ニケーションや紙カルテの中から情
報収集する

母性6用紙（まとめ用紙）
・カンファレンスの中で、家族の望む
よりよい生活をテーマにカンファレ
ンスを行う。その際には母親と児と
の関わりからアタッチメントやボン
ディングについてどのように考えた
のか発表を行う

4）  地域で生活する母
子とその家族を
理解し、社会資源
や支援について
考察することが
できる

・病院での活動（妊婦健康診査・乳幼
児健診、両親教室）を知り、支援に
ついて学ぶ
・子育て支援機関での活動を知り、支
援について学ぶ
・地域のなかでの子育て体制
・それぞれの場における職種を知る
・地域の中での多職種連携の必要性
について考える

事前学習・母性5用紙
・事前に自身の居住地域における子育
て支援活動について調べる
・病院での活動（外来）を見学する
 妊婦健診、産婦健診、乳幼児健診が
どのような法的根拠に基づいている
のか、対象、内容について事前学習
し見学する
・病院外での活動（京都市地域子育て
支援ステーション事業所）を見学す
る
・地域の維持力向上を図る活動を見学
し、地域の中での子育て支援の実際
を学ぶ。また、その中で、医療者だ
けでなく、地域の中で多職種がどの
ように連携しているのか学ぶ

5）  実習を通じて生命
の尊さや家族看
護について考察
することができ
る

・対象とのかかわりから生命の誕生
に感じたことを述べる
・分娩見学ができた場合は、母性 4の
中で学びを記載する
・最終カンファレンスでマタニティ
サイクルにおける家族支援につい
て話し合う

母性6用紙（まとめ）
・実習での体験を通して、学んだこと
を記載し、学生間で共有する
・また最終カンファレンスでは家族看
護についてディスカッションを行う
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5．実習展開
1）実習展開　　臨地実習 56 時間　学内実習 24 時間

実習日 実習内容 カンファレンス 学習課題

2 時間 領域別実習オリエンテーション
※   3年次または4年次の履修対象者別に共通
で行う

事前学習 1の追加
【教科書の準備】

1日目

6時間

学内実習　1
施設オリエンテーション
沐浴技術試験

なし 沐浴練習表

2日目

8時間

学内実習　2
事例の母子を支援するうえで必要な知識・技
術を確認する①
事前学習をもとにカンファレンスを行う

「自身の居住する
地域の子育て支
援について」

事前学習 3の追加
【自身の居住する地域
の子育て支援】

3日目

8時間

臨地実習　【子育て支援ステーション事業】
子育て支援ステーションに行き、実際の支援
の実際を見学
はじめて赤ちゃん応援
ちびっこらんど　ベビーマッサージ
マタニティヨガ　パパママクラス

「切れ目のない子
育て支援とその
ために必要な多
職種連携につい
て考えたこと」

母性 4用紙の追加
【施設の特徴・母子保
健に関する統計】
母性 5用紙

4日目

8時間

学内実習　3
事例の母子を支援するうえで必要な知識・技
術を確認する②

母性 4　用紙
【外来見学】
事前学習

5日目

8時間

臨地実習　【外来実習】
※病棟実習前週に外来見学をする
妊婦健診・乳幼児健診

母性 4　用紙

6日目

8時間

臨地実習　【病棟 1日目】
病棟オリエンテーション
受け持ち褥婦の決定
褥婦・新生児の観察（見学・一部実施）
分娩見学

病棟の特徴と安
全について

母性 1　用紙
※分娩見学があれば
母性 4 用紙を使用す
る

7日目

8時間

臨地実習　【病棟 2日目】
自身の計画と病棟のスケジュールやその日
の状況に応じた看護の実践

「受け持ち褥婦・
児の経過と今後
必要な看護につ
いて」

母性 1　用紙
母性 2・3　用紙

8日目

8時間

臨地実習　【病棟 3日目】
自身の計画と病棟のスケジュールやその日
の状況に応じた看護の実践

「受け持ち家族の
望むよりよい生
活とは」

母性 2・3　用紙

9日目

8時間

臨地実習　【病棟 4日目】
自身の計画と病棟のスケジュールやその日
の状況に応じた看護の実践

自由に設定する 母性 2・3　用紙
母性 6　用紙

10 日目

8時間

臨地実習　【病棟 5日目】
（午前）状況に応じた看護の実践
〈午後〉実習のまとめ
記録の提出

最終カンファレ
ンス
「実習を通して学
んだこと」

母性 2・3　用紙
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6．学内実習展開について
目的：臨地実習の目的・目標を理解し、学びを深めるために必要な基本的知識や技術の習得をめざす

時期：原則臨地実習前の 2日間。（時期は事前に確認すること）

日程 時間 内容 技術内容

領域実習
開始前

2時間 領域別実習オリエンテーション
実習の目的
実習展開について
事前学習の提出・確認

1日目 6時間 学内実習
施設オリエンテーション
沐浴技術試験

新生児の沐浴
（個人技術試験）

2日目 8時間 学内実習
事例の母子を支援するうえで必要な知識・技術を
確認する①
カンファレンス
「自身の居住する地域の子育て支援について」

新生児のバイタルサイン
ポジショニング
抱っこ・授乳の方法
レオポルド触診
子宮底の観察
NSTの確認
胎盤の観察

4日目 8時間 学内実習
事例の母子を支援するうえで必要な知識・技術を
確認する②

・沐浴は各自テストをするのでその日までにメンバーで練習をしておくこと
・学内実習のスケジュールはその都度異なるため学生は事前に確認しておくこと
・学内実習の演習や学習の内容は上記を参考に学生間でも検討しておくこと

7．実習展開上の留意点
1）事前学習について

内容 提出期限

1）【教科書の準備】
　  　各自付箋・マーカーをして自分にとって分かりやすい教科書を準備
する

領域別実習オリエンテー
ション時

2）【沐浴練習表】
　学内実習までに各自練習し提出する

学内実習 1日目

3）【自身の居住する地域の子育て支援について】
　上記についてA4用紙にまとめておく
　法律についてもまとめておくとよい

学内実習 2日目

4）【施設の特徴・母子保健に関する統計】
　  　見学する京都市子育て支援ステーション事業について、また母子保
健に関する統計について厚生労働省の資料を基に調べておく

学内実習 2日目

5）【外来見学】
　妊婦健診・乳幼児健診について項目・方法を調べておく

学内実習 2日目
母性―4用紙に記載する

6）【分娩見学】
　分娩見学の目標を記載する
　分娩・出生直後の児のケア　胎盤についてまとめる

臨地実習開始まで
母性―4用紙に記載する
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2）受け持ち対象について

原則 2～ 3名で 1組の母児を受け持つ。ただし、受け持ちの対象がいない場合は、日々の状況に応じて

項目実習とする

主な項目実習

3）分娩期の実習（分娩見学、出生直後の児のケアの見学、胎盤の見学）

分娩期の実習はいつ体験できるかわからない。

そのため、実習開始までに分娩見学について事前に学習を行う（母性―4）。

また分娩期の看護としてどのような看護が必要か、何を学びたいかを記載しておく。

・分娩期の実習（分娩第１期の看護、分娩見学、出生直後の児のケアの見学、胎盤見学）
・早期新生児の項目実習（児の観察と日齢に応じた健康状態のアセスメント）
・外来実習（妊婦健康診査　助産師外来での見学実習）
・健診の見学（２週間健診、１か月健診）
・保健指導の見学（母児同室指導、退院指導、両親教室　など）

プレコンセプションケア、セクシュアル・リプロダクティブヘルスなどの学習　など
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母性看護学実習　ルーブリック
評価規準 キーワード 評価資料

評価基準（尺度）
S A B C

実習
目標
１

1）対象の経過に
応じた変化を理
解することがで
きる
（1）母性の経過
に応じた変化を
理解することが
できる

・基礎情報
・妊娠期の経過
・分娩期の経過
・産褥期の経過（退行
性変化・進行性変
化）
・妊娠期から産褥期
の観察
・経過に応じた健康
状態の評価
・褥婦とのコミュニ
ケーション

対話
観察
看護実践
報告内容
カンファ
レンス
記録用紙

看護職者との実践や
記録、データなどの基
礎情報を基に、経過に
応じた心身の変化を
捉えることができ、予
測もできている
メカニズムについて
一般的な説明だけで
なく、これまでの経過
やデータを基に説明
できている

看護職者との実践や
記録、データなどの基
礎情報を基に、経過に
応じた心身の変化を
捉えることができて
ている　メカニズム
について一般的な説
明だけでなくこれま
での経過を基に説明
できている

必要な情報収集が
でき心身の変化を
捉えることができ
る　またその一般
的なメカニズムに
ついても説明する
ことができる

必要な情報収集が
できず心身の変化
のアセスメントは
不十分である。メ
カニズムについて
説明しようとして
いるが不十分であ
る。

1）対象の経過に
応じた変化を理
解することがで
きる
（2）新生児の経
過に応じた変化
を理解すること
ができる

・出生までの発育状
況
・出生直後の健康状
態
・児の観察
・児の健康状態、子宮
外適応の評価

対話
観察
報告内容
カンファ
レンス
記録用紙

看護職者との実践を
通して出生までの発
育状況、出生直後の
データから新生児の
変化（健康状態・子宮
外適応）を捉えること
ができ、予測もできて
いる
メカニズムについて
一般的な説明だけで
なく新生児のこれま
での経過やデータを
基に説明できている。

看護職者との実践を
通して出生までの発
育状況、出生直後の
データから新生児の
健康状態、子宮外適応
ができているかにつ
いてアセスメントで
きている
メカニズムについて
一般的な説明だけで
なく新生児のこれま
での経過やデータを
基に説明できている

必要な情報収集が
でき健康状態、子
宮外適応ができて
いるかについてア
セスメントができ
ている。またその
一般的なメカニズ
ムについても説明
することができる

必要な情報収集で
きず、健康状態の
アセスメントは不
十分である。メカ
ニズムについて説
明しようとしてい
るが不十分である。

実習
目標
２

対象の経過に応
じた看護を理解
することができ
る

・妊娠期から産褥期
までの切れ目のな
い看護活動（外来・
病棟）
・妊娠期の看護活動
・分娩期の看護活動
・産褥期の経過に応
じた看護活動
・新生児の日齢に応
じた看護活動

対話
看護実践
カンファ
レンス

妊娠期から産褥期ま
での看護、新生児の看
護をウェルネス思考、
科学的根拠に基づい
て計画できる考える
ことができる
また看護職者との実
践、学生が主体的に一
部実践できる

妊娠期から産褥期ま
での看護、新生児の看
護を科学的根拠に基
づいて計画でき看護
職者と実践できる

看護職者との実践
または見学を通し
て妊娠期から産褥
期までの看護、新
生児の看護を考え
ることができてい
る
また科学的根拠に
基づいて考えるこ
とができる

看護職者との実践
または見学を通し
て妊娠期から産褥
期までの看護、新
生児の看護を考え
ようとしているが、
不十分である

実習
目標
３

親になることへ
の支援について
考察することが
できる

・看護職者の褥婦へ
の育児支援、家族へ
の支援
・親になることへの
支援や家族の望む
よりよい生活
・バースデープラン
・母親役割の獲得
・母親がどんな育児
を望んでいるか
・母親と児のアタッ
チメント、ボンディ
ング

観察
対話
看護実践
カンファ
レンス

母親だけでなく家族
の望むよりよい生活
への支援について考
えることができてい
る　褥婦の心理的状
態を把握し母児の相
互作用、母子関係の促
進に向けた支援を考
えることができてい
る　母親役割獲得の
状況を把握し必要な
看護について考える
ことができる

母親だけでなく家族
ががどんな育児を望
んでいるか捉えるこ
とができ、基本的な育
児技術を獲得するた
めにどのような支援
が必要が考えること
ができている。また母
児との関わりの中で
愛着形成、母児相互作
用について捉えるこ
とができる

基本的な育児技術
について説明する
ことができる　児
への愛着形成、母
子相互作用につい
て説明することが
できる

母親がどんな育児
を望んでいるか捉
えることはできて
いる　基本的な育
児技術について説
明しようとしてい
るが不十分さを残
す　児への愛着形
成、母子相互作用
について説明しよ
うとしているが不
十分である。

実習
目標
４

地域で生活する
母子とその家族
を理解し、社会
資源や支援につ
いて考察するこ
とができる

・病院での活動（妊婦
健康診査・乳幼児健
診・両親教室）と支
援
・子育て支援機関で
の活動と支援
・母性看護における
多職種連携
・地域になかでの子
育て支援
・妊娠期から子育て
期にわたる切れ目
ない支援

観察
対話
カンファ
レンス

地域の子育て支援に
ついて説明できる。そ
れぞれの場における
職種と活動を捉えて
おり、支援の位置づけ
やそれぞれの役割、連
携について説明でき
る。
妊娠期から子育て期
にわたる切れ目ない
支援について説明で
きるとともに、女性の
ライフサイクルにお
ける支援についても
考えることができる

地域の子育て支援に
ついて説明できる。
それぞれの場におけ
る職種と活動を捉え
ており、支援の位置づ
けやそれぞれの役割
について説明できる。
実習施設で行われた
妊娠期から子育て期
にわたる切れ目ない
支援について具体的
な内容をもとに説明
できる

地域の子育て支援
について説明でき
る。それぞれの場
における職種と活
動を捉えており、
支援の位置づけや
それぞれの役割に
ついて説明できる。

地域の子育て支援
について調べてい
る。それぞれの場
における職種と活
動を捉えようとし
ているが、位置づ
けやそれぞれの役
割について説明で
きない

実習
目標
５

実習を通じて生
命の尊さや家族
看護について考
察することがで
きる

・対象とのかかわり
から生命の誕生に
ついて感じたこと
・マタニティサイク
ルにおける家族支
援

対話
カンファ
レンス

実習を通して生命に
ついて考え、語ること
ができる。
家族看護とは何か語
ることができる。

実習を通して生命に
ついて考え、語ること
ができる。
家族とは何か考え家
族看護の必要性につ
いて考えることがで
きる。

実習を通して生命
について考え、語
ることができる。
家族とは何か考え、
語ることができる。

実習を通して生命
について考えよう
としているが、語
ることができない。
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母性看護学実習　評価表

学籍番号　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　

実習施設（病棟）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

実習期間　　（臨地）　令和　　　年　　 　月　　 　日（　　 　）　～　　 　月　　 　日（　　 　）
　　　　　　（学内）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

出席時間数（実時間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠席時間数（実時間）　　　　　 

総括的評価 ＊中間評価はなし
学習活動における評価規準項目 自己評価（最終） 指導者・教員評価

実習
目標
１

1
対象の経過に応じた変化を理解することができる
母性の経過に応じた変化を理解することができ
る

S　・　A　・　B　・　C S（14）・A（12）・B（10）・C（5）

2
対象の経過に応じた変化を理解することができる
新生児の経過に応じた変化を理解することがで
きる

S　・　A　・　B　・　C S（14）・A（12）・B（10）・C（5）

実習目
標２

3 対象の経過に応じた看護を理解することができる S　・　A　・　B　・　C S（13）・A（12）・B（10）・C（5）

実習目
標３

4
親になることへの支援について考察することがで
きる

S　・　A　・　B　・　C S（13）・A（12）・B（10）・C（5）

実習目
標４

5
地域で生活する母子とその家族を理解し、社会資源
や支援について考察することができる

S　・　A　・　B　・　C S（13）・A（12）・B（10）・C（5）

実習目
標５

6
実習を通じて生命の尊さや家族看護について考察
することができる

S　・　A　・　B　・　C S（13）・A（12）・B（10）・C（5）

態度

7
互いに自律し、尊重し、支え合いながら、人間関係
を構築・発展できる

S　・　A　・　B　・　C S（3）・A（2）・B（1）・C（0）

8
看護師を目指すものとして、心身の健康を自己管理
できる

S　・　A　・　B　・　C S（3）・A（2）・B（1）・C（0）

9
看護師としての責務を自覚し、対象の意思決定を支
え、倫理的な判断を基に看護を実践できる

S　・　A　・　B　・　C S（3）・A（2）・B（1）・C（0）

10
チームの一員であることを自覚し、行動に対する責
任を持つことができる

S　・　A　・　B　・　C S（3）・A（2）・B（1）・C（0）

11 自らの課題を見出し、学び続けることができる S　・　A　・　B　・　C S（3）・A（2）・B（1）・C（0）

課題ポートフォリオ　達成度評価　（学生） 点／ 5点

学習活動における評価　（指導者・教員） 点／ 95 点

＊実習成績：  秀（とても優れてできる）90 点以上、優（優れてできる）89 点～ 80 点以上、
良（できる）79 点～ 70 点以上、可（不十分さを残すができる）69 点～ 60 点
以上、不可（できない）60 点未満

合計点

点／ 100 点

評価者　　　実習指導者　　　　　　　　　　　　担当教員　　　　　　　　　　　　
実習成績
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